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今年度要求のポイント

放課後児童対策事業（のびのびルーム）

関連事業

事 業 名 一部負担金電話催告業務

1,365

事 業 費

放課後子どもプランモデル事業

市民負担の公平性を図ることを目的に、全庁的な徴収強化の取組の中
で、財源の確保や行政の信頼確保のために行っている。

事業の継続実施

【今後（27年度～）】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計 1,3401,365

平成25年度予算額 平成26年度要求額

全体事業費

26年度要求額項目

・市民負担の公平性を図ることを目的に、全庁的な徴収強化の取組の中で、財源
の確保や行政の信頼確保のためにも必要な業務である。

25年度予算

主な要求内容 （単位：千円）

委託料

その他

1,3401,3651,316

1,340 電話催告業務

内容・積算等

H20年　事業開始 事業の継続実施

【経過（～25年度）】 【26年度】

教育委員会事務局

教育委員会事務局

放課後児童対策事業（美原区域）

日常業務終了後、委託事業者のオペレーター２人以上により、放課後
児童対策事業一部負担金等の滞納者に対して電話で自主納付を促して
いる。

事業目的

事業内容

整理番号 38 - 089

事業期間 　H　～　H　　

平成24年度決算額

教育委員会事務局

局・課名 教育委員会事務局・放課後子ども支援課
マスタープラン
３つの挑戦

マスタープラン

施策番号

区分
その他一般施策

(単位　千円)


